
１　事業の成果

（１）特定非営利活動に係る事業　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【　7,206　】千円）

定款に記載された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益対象者
範囲

受益対象者
人数

事業費
（千円）

コーディネート事
業

「COS（コーポ
ラティブスペー
ス）下北沢」の
円滑な運営と管
理

４ 月 ~3

月
北沢2丁
目他

10名
COS下北沢
事業団体

50名程度 6,751

相談事業

地域を豊かで暮
らしやすいス
ペース「コーポ
ラティブスペー
ス」の創出相談
対応体制の準備

４ 月 ~3

月
北沢2丁
目他

３名

世田谷区そ
の他の市民
（主に見学
対応）

3名程度 0

地域住民交流事業
イヴェントの実
施、日常的な居
場所として

４ 月 ~3

月
北沢2丁
目他

３名
世田谷区内
外

延べ400名程
度

413

広報誌の発行 年一回
北沢2丁
目他

５名程度
世田谷区
内外

不特定多数

防災マップ作製 発行 1000部 42

ホームページの充
実

随時

世田谷区

その他の市
民

0

２　事業の実施に関する事項

調査研究事業 研修・講演会 年度内
世田谷
区

0名 0名

まちづくりを推進する
ための情報提供事
業

　コロナ対策としてワクチン接種が呼びかけられる中、次々と現れる変異株に翻弄されながらの一年だった。上
半期は、オンラインのための機器活用の手始めとしてスマホ教室をCOS下北沢を会場として３回開催、秋にはリ
モートでの教室も試験的に行った。COS下北沢内の会議では大いに活用することが出来た。引き続き、あらた
な機能として周知していく。

　運営面では、NPO法人及び各事業体にとっても、電気料金を始めとする物価高騰は試練となったが、全体と
して、円滑に事業運営が出来た。

　オーナーとの契約満了を2024年に控え、本格的に話し合いを開始した。地域貢献型事業の継続
と、地域に必要な居場所機能・地域ニーズに、今まで以上に応えるような運営方法を模索しつつあ
る。

2022年度　事業　報告書

　　2022年　4　月　1　日から　2023年　3　月　31　日まで

特定非営利活動法人コスファ COSFA


